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3 つの段階を必要とすることを指摘している。第 1 の安全基地は愛着の形成そのものであり、第 2 の安全
基地は ｢子育て環境のなかでかかわりをもつある特定の人物であり、自分を本質的に肯定し受容してくれ
ていると深々と実感することができる人物｣ であり、親以外の場合が非常に多いこと、複数存在すること












究である。CINIIの論文検索により ｢子ども家庭福祉｣ ＋ ｢実施体制｣ 11件、｢子ども｣ + ｢福祉｣ + ｢レ











































これを子ども家庭福祉分野で考えれば、保護者から見たときには ｢子育ての孤立化｣ や ｢助けが得られな
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